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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期
第１四半期
連結累計期間

第52期
第１四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日

自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日

自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日

売上高 (千円) 4,302,876 3,886,583 17,630,592

経常利益 (千円) 663,028 168,148 2,494,443

四半期(当期)純利益 (千円) 482,411 64,030 1,539,292

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 569,903 551,519 325,212

純資産額 (千円) 47,148,753 45,997,962 45,748,882

総資産額 (千円) 49,990,123 48,244,302 48,887,630

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 22.12 3.00 71.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 94.3 95.3 93.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第51期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結累計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもの

であります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、一部にわずかな回復の兆しが見られたものの、依然

として先行き不透明感の高い状況となっておりました。当社グループの主力製品であるプリント配線

板用超硬ドリル(ＰＣＢドリル)に対する需要は、タイでの洪水や欧州財政危機、そして円高などいろい

ろな要因から急激に悪化してしまいました。 

　このような状況下、当社グループは、新製品投入と積極的な営業展開を進めましたが、在庫調整を急ぐ

ユーザーの動向により、当該期間の業績は厳しいものとなりました。 

　売上高は、前年同期間比9.7％減となる3,886百万円となり、営業利益は、同85.3％減となる89百万円と

なっております。その他、経常利益は168百万円(同74.6％減)、四半期純利益は64百万円(同86.7％減)と

なっております。

セグメント別の業績については、「日本」は、一部に動きの良い電子機器製品があったものの、全般

的に盛上がりに欠ける営業環境の中、売上高、利益とも非常に厳しい状況となりました。同地区の売上

高は2,562百万円(同20.2％減)、セグメント利益(営業利益)は2百万円(同99.3％減)となっております。

  「アジア」では、高水準の生産から急速に在庫・生産の絞込みに転じたユーザー動向により、業績を

改善させるのが難しい状況となりました。当社グループは、効率重視の運営と原価低減活動を一層強化

し利益の確保に注力しました。この地区での売上高は1,628百万円(同7.8％減)、セグメント利益(営業

利益)は74百万円(同51.2％減)となっております。

  「北米」では、景気の低迷など需要に力強さが感じられませんでしたが、新製品の投入とＰＣＢドリ

ル以外の事業の強化が奏功しつつあり、売上高が220百万円(同10.3％減)、セグメント利益(営業利益)

が19百万円(同32.3％増)となっております。

  「欧州」では、需要低迷・通貨安などの影響が顕著となり厳しい状況が続きました。売上高は140百

万円(同17.6％減)、セグメント利益(営業利益)は1百万円(同37.6％減)となっております。
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(２) 財政状態の分析

流動資産は、前連結会計年度末に比べ5百万円減少し19,925百万円となりました。これは主に、現金及

び預金の336百万円の増加および売上債権の364百万円の減少によるものであります。

  固定資産は、同637百万円減少し28,318百万円となっております。これは主に、有形固定資産の252百

万円の減少、投資有価証券の282百万円減少および繰延税金資産の98百万円の減少によるものでありま

す。

  このようなことから、当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ643百万

円減少し48,244百万円となっております。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ892百万円減少し2,246百万円となっております。これは未払金

の916百万円の減少、未払費用の82百万円の減少および賞与引当金の211百万円の増加が、主な変動要因

となっております。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ249百万円増加し45,997百万円となっております。これは主

に、株式市況の回復によるその他有価証券評価差額金の241百万円の増加、配当金の支払い等による利

益剰余金の238百万円の減少および為替の影響による為替換算調整勘定の246百万円の減額幅の減少が

主な変動要因となっております。

　

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(４) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は319百万円であります。

なお、同期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年２月29日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年４月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,098,490 23,098,490
東京証券取引所
（市場第１部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数 100株

計 23,098,490 23,098,490 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

      該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

      該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月１日
 ～平成24年２月29日

― 23,098,490 ― 2,998,505 ― 3,020,484

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   1,796,200

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  21,247,600212,476 同上

単元未満株式 普通株式      54,690― 同上

発行済株式総数 23,098,490― ―

総株主の議決権 ― 212,476 ―

(注)１「完全議決権株式(その他)」欄には証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権4個)含まれております。

２「単元未満株式」には当社所有の自己株式75株が含まれております。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成23年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ユニオンツール株式会社

東京都品川区南大井
六丁目17番１号

1,796,200― 1,796,2007.77

計 ― 1,796,200― 1,796,2007.77

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年12月１日

から平成24年２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成24年２月29日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,123,833 4,460,586

受取手形及び売掛金 6,104,869 5,740,168

有価証券 2,700,535 2,601,416

商品及び製品 3,826,619 3,842,430

仕掛品 750,388 782,472

原材料及び貯蔵品 1,639,413 1,831,530

その他 805,427 711,242

貸倒引当金 △19,643 △44,028

流動資産合計 19,931,444 19,925,819

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,681,182 5,601,667

機械装置及び運搬具（純額） 7,566,680 7,411,763

工具、器具及び備品（純額） 228,861 232,096

土地 6,096,656 6,106,466

建設仮勘定 263,528 232,582

有形固定資産合計 19,836,908 19,584,576

無形固定資産 60,147 55,813

投資その他の資産

投資有価証券 7,851,662 7,569,218

繰延税金資産 431,906 333,209

その他 775,560 775,665

投資その他の資産合計 9,059,129 8,678,093

固定資産合計 28,956,185 28,318,483

資産合計 48,887,630 48,244,302
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 829,245 758,564

未払金 1,004,404 88,317

未払費用 554,011 471,890

未払法人税等 125,127 178,609

賞与引当金 197,945 409,576

その他 120,478 33,653

流動負債合計 2,831,211 1,940,612

固定負債

長期未払金 239,008 239,008

繰延税金負債 226 230

その他 68,301 66,490

固定負債合計 307,536 305,728

負債合計 3,138,748 2,246,340

純資産の部

株主資本

資本金 2,998,505 2,998,505

資本剰余金 3,037,239 3,037,239

利益剰余金 48,057,229 47,818,846

自己株式 △4,451,869 △4,451,895

株主資本合計 49,641,104 49,402,695

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 296,786 538,220

為替換算調整勘定 △4,189,008 △3,942,953

その他の包括利益累計額合計 △3,892,222 △3,404,733

純資産合計 45,748,882 45,997,962

負債純資産合計 48,887,630 48,244,302
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

売上高 4,302,876 3,886,583

売上原価 2,733,135 2,764,820

売上総利益 1,569,741 1,121,763

販売費及び一般管理費 ※
 963,446

※
 1,032,457

営業利益 606,294 89,305

営業外収益

受取利息 13,185 13,371

受取配当金 48,801 25,675

為替差益 － 23,441

その他 37,544 43,754

営業外収益合計 99,530 106,242

営業外費用

支払利息 142 32

売上割引 5,708 5,696

為替差損 23,873 －

減価償却費 10,908 15,888

その他 2,164 5,782

営業外費用合計 42,796 27,399

経常利益 663,028 168,148

特別利益

固定資産売却益 42,246 69

特別利益合計 42,246 69

特別損失

固定資産除売却損 5,968 577

特別損失合計 5,968 577

税金等調整前四半期純利益 699,306 167,640

法人税、住民税及び事業税 230,992 154,843

法人税等調整額 △14,097 △51,233

法人税等合計 216,894 103,609

少数株主損益調整前四半期純利益 482,411 64,030

四半期純利益 482,411 64,030
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 482,411 64,030

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 247,484 241,434

為替換算調整勘定 △159,992 246,054

その他の包括利益合計 87,491 487,488

四半期包括利益 569,903 551,519

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 569,903 551,519

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行なわれる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しておりま

す。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)
　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日 至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日 至 平成24年２月29日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 47,533千円

給料・賞与 254,015千円

賞与引当金繰入額 56,224千円

退職給付費用 21,046千円

手数料 66,865千円

減価償却費 23,542千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 48,147千円

給料・賞与 267,235千円

賞与引当金繰入額 58,045千円

退職給付費用 17,206千円

手数料 65,258千円

減価償却費 65,303千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであ

ります。
　

　
前第１四半期連結累計期間

(自 平成22年12月１日 至 平成23年２月28日)
当第１四半期連結累計期間

(自 平成23年12月１日 至 平成24年２月29日)

減価償却費 443,920 千円 512,618 千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月24日
定時株主総会

普通株式 436,045 20平成22年11月30日 平成23年２月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月28日
定時株主総会

普通株式 319,533 15平成23年11月30日 平成24年２月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注1)

四半期連結
損益計算書
計  上  額

   (注2)
日本 アジア 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,185,0491,700,469247,280170,0764,302,876 ― 4,302,876

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,024,92265,961△1,034 73 1,089,921△1,089,921 ―

計 3,209,9711,766,430246,245170,1505,392,798△1,089,9214,302,876

セグメント利益 349,589153,16814,652 1,879519,29087,004606,294

(注) １　セグメント利益の調整額87,004千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注1)

四半期連結
損益計算書
計  上  額
   (注2)日本 アジア 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,946,5391,579,163220,758140,1213,886,583 ― 3,886,583

セグメント間の内部
売上高又は振替高

615,63349,405 8 ― 665,047△665,047 ―

計 2,562,1731,628,569220,767140,1214,551,631△665,0473,886,583

セグメント利益 2,507 74,73519,390 1,173 97,807△8,502 89,305

(注) １　セグメント利益の調整額△8,502千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日)

１株当たり四半期純利益金額 22円12銭 3円00銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 482,411 64,030

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 482,411 64,030

    普通株式の期中平均株式数(千株) 21,802 21,302

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

      ません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年４月５日

ユニオンツール株式会社

取 締 役 会  御中

　

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　遠　　藤　　康　　彦　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　淡　　島　　國　　和　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニ
オンツール株式会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成23年12月１日から平成24年２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成
24年２月29日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニオンツール株式会社及び連結子会社の平
成24年２月29日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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